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はじめに
　音楽専科でなくとも音楽科授業を担当できる小学校教員あるいは保育者として習得しておく
べき実践力のひとつに鍵盤楽器（ピアノ、電子ピアノあるいはオルガン）の演奏能力がある。
教材研究の一環として楽曲構造や曲想を理解し表現の工夫するために、また、授業や保育で伴
奏をするためには鍵盤楽器を弾けることが最も望ましいと言える。さらに言えば、範唱を子ど
もたちに聴かせるための弾き歌いの技術も磨いておくべきであろう。
　本学教育学科では鍵盤楽器の演奏能力を育てるために、1年次開講の「音楽」（ 1セメスター
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（要旨）
　子どもの音楽性を高め豊かな表現力を育むことは指導者に課せられた大切な役割であり、指
導者は歌唱や身体表現活動を支える伴奏者として深い音楽的感性に裏づけられた演奏能力を持
たねばならない。そのためには、とりわけ鍵盤楽器については日々の練習が欠かせないが、現
場に出てからは練習時間が十分に確保できないことが多い。そのような場合に、自分の演奏レ
ベルにあわせて既製の伴奏を易しくアレンジする、あるいは曲想にあわせて伴奏形を工夫した
り移調奏ができれば、歌唱ばかりでなく多様な表現活動にも対応でき、結果として子どもの表
現力を育てることに繋がるであろう。そうした理論と技術を習得するにはキーボード・ハーモ
ニーが有効であると考え、今年度夏学期にその導入的授業を行った。
　今年度の授業は受講生が少なく断定的な確証を得るまでには至らなかったが、コードネーム
を見ながら伴奏を弾くのは難しいという先入観はある程度解消されたこと、また、複数の調で
ひとつのコードパターンを反復練習することは移調奏に慣れる契機にはなったと言える。従っ
て、「視覚的、聴覚的かつ触覚的に音楽を経験することができる」というキーボード・ハーモニー
の有効性については肯定的に捉えるべきであると思われる。
　しかし、その一方で、音楽実践経験が少ない場合は、初見能力や拍子感やリズム感を養うた
めの基礎的訓練も必要であるため、キーボード・ハーモニーをとりいれるべき適切な時期やそ
の指導方法については今後の検討課題である。
（キーワード）
　音楽表現　音楽理論　キーボード・ハーモニー　コードネーム　伴奏付けとアレンジ法　移
調奏
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時）と「音楽理論」（ 2セメスター時）において、知識と実践の両面から導入的指導を行なっ
ているが、これらは 2年次開講の「音楽科教育法Ⅰ・Ⅱ」での教材研究や模擬授業のため、あ
るいは「保育内容の理論と方法（表現・音楽）」での音楽実践や 2年次以降に履修可能な「音
楽実践研究Ⅰ～Ⅳ」（ピアノ実技指導）のための基礎科目と位置づけている。
　特に、「音楽理論」は幼稚園教諭 1種免許取得のための必修科目でもあるため、鍵盤楽器演
奏能力、特に、伴奏法や弾き歌いの技術習得に役立つコードおよびハーモニー理論（和声理論）
の習得に主眼を置いた講義と実習を行っている。歌の伴奏や弾き歌いが余裕をもってできるた
めには、それぞれ自分の演奏技術のレベルあった伴奏譜を準備しなければならない。もし、既
製の楽譜が自分にとって難しい伴奏であっても、それを平易な伴奏形に編曲するための知識、
すなわちハーモニー理論の知識があれば保育現場や教育現場にでたときに非常に役に立つと思
われる。また、コードネームを見ながら伴奏できることも有効な即戦力となる。
　教育や保育現場では日々、様々な仕事に追われレパートリーを増やすための練習時間をとる
のが難しいという現実がある。楽譜通りに音楽を再現するための練習だけでなく、コードやハー
モニー理論を習得し、さらにキーボード・ハーモニーに慣れたほうが限られた練習時間で効率
良くレパートリーを増やせるのではないかと以前から考えていたため、今年度夏学期に初めて
の試みとして、キーボード・ハーモニーをとりいれた授業をおこなった。
　拙論では、授業を通して見えてきたキーボード・ハーモニー導入の効果と今後の課題につい
て検証するものである。
Ⅰ　鍵盤楽器演奏力の基礎をつくる
 1 ．「音楽理論」で扱う理論と実践
　本学教育学科では、小学校および幼稚園教諭 1種免許取得をめざす学生は 1セメスターで「音
楽」を履修しなければならない。この授業の内容については別稿で詳述しているため、本稿で
は、「音楽」に引き続き 2セメスターで履修する「音楽理論」の授業内容について概略してお
く 1 ）（譜例 1）。
　「音楽理論」の授業では、いわゆる楽典の内容を扱う。「音楽」でも五線楽譜（大譜表）を読
むために必要な音部記号と音の位置関係、音符や休符、拍子とリズム、小節の概念、強弱記号
や速度記号および発想記号に関する用語、小学校音楽科の授業で扱う長音階と短音階など楽典
的内容の一部は教えている。それをふまえて、幼免取得のための必修科目である「音楽理論」
では、保育現場での鍵盤楽器演奏の必要性を考慮して、90分授業のうち、前半の50 ～ 60分はコー
ドとハーモニー理論を中心とした講義をおこない、残りの時間は「音楽」と同様、歌唱と電子
ピアノによる実技指導に充てている。
 2 ．コード理論
　なぜコードおよびハーモニー理論を学習の中心に位置づけるかというと、上述したように、
例えば、伴奏パートがないメロディー譜でも、コードネームが記されていれば、それに従って
伴奏することが可能である。また、コード連結の規則（ハーモニー理論）をある程度習得して
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いれば、伴奏パートが非常に難しい場合には、簡易伴奏にアレンジできると同時にメロディー
に自分で伴奏をつけることもできる。つまり、コードおよびハーモニー理論は、教育・保育現
場に出た時に既製の伴奏譜に頼らずとも伴奏ができる非常に便利なツールであると言える。教
員や保育士は授業や保育以外の仕事も多く、新曲の教材研究や歌わせるための伴奏練習に取り
組む時間は非常に限られるのが実情である。
　小学校の教育現場では、CDやデジタル教科書が普及しつつあるとはいえ、歌唱や器楽指導
の場面では指導者が伴奏を弾かなければならない機会も多い。また、音楽表現には曲に対する
表現者の思いや解釈が反映されるものである。CDやデジタル教科書に収録されている音楽で
も事情は同じであり、現場の指導者が既製の演奏について、その解釈や表現に共感できなかっ
たり違和感を抱く可能性もあり、自分の表現を大切にしたい指導者なら自らの解釈で演奏した
いと思うこともあろう。
　小学校学習指導要領では音楽科の目標に「音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育て（以
下略）」とあり、また、各学年の目標と内容では、例えば、「楽曲の気分を感じ取り、思いを持っ
て演奏すること」2 ）という事項があるように、音楽表現には演奏者の思いが込められており、
それを聴き手に伝えることが演奏の最も大切なことである。人に感動を与える演奏というのは
技術の有無にかかわらず、演奏者の思いが聴き手に受けとめられた時に成立するとも言える。
そうした瞬間を子どもと指導者が共有することこそ音楽教育の醍醐味ではないだろうか。
　幼児教育では、指導者が直接子どもに歌いかけ、演奏する重要性はなおさらである。鍵盤楽
器演奏が不得手で既製の楽譜通りに伴奏が弾けなくても、自らの技量にあった伴奏にアレンジ
することができれば、自身が納得した音楽表現を指導できるであろう。また、練習時間が十分
にとれない場合でも、短時間の練習で弾けるような簡易伴奏にアレンジすることもできる。
　そのために、「音楽理論」の授業では、コードとハーモニー理論の習得に重点を置いた指導
をおこなっているが、コードに関する知識を持つ学生は少ないため、まずコードとは何かとい
う説明から始めなければならない。コードを使いこなせるようになるには、まず、楽譜に記さ
れたコードネームとその響きを対応させて覚えなければならないと同時に、コードの構成原理
を理解しておくことが重要である。
　筆者は自学自習の道筋をつけるのが大学での重要な授業目標のひとつであると考えているた
め、授業では、回り道かも知れないが、例えば、メジャ ・ーコード（長 3和音）とマイナ ・ーコー
ド（短 3和音）の響きの違いはどこにあるかといった音現象を理論的側面からも理解させるよ
うにしている。コードの成り立ち（構成原理）、つまり「コード（和音）とは何か」を理論的
に理解しておけば、初めて見るコードネームであっても、そのコードを響きとして再現できる
からである。
　従って、授業はまず、コードの構成原理の基礎である音程の説明から始める。 1度から 8度
音程（オクターヴ）が完全系と長短系の 2系列に分類されるというのも分かりづらいが、古く
は 1，4，5，8 度が完全協和音程と捉えられていたという音楽史的観点から補足説明をして
おくと分かりやすい。
　授業では、 3和音と 7の和音のみ扱うが、 3度音程の積み重ねを構成原理とするコード（和
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音）の種類を説明するには、 3度音程と 5度音程が特に重要である。
　コードつまり和音は 3度音程の重なりで構成されている。和音の響きの違いは長 3度と短 3
度という基本的な 3度音程の組み合わせにより生ずるため、まず長 3度と短 3度の違いを理解
したうえで、長 3度と短 3度の組み合わせにより長・短・増・減という 4種類の 3和音に区別
されることと各和音の響きの違いを実際に再現して感覚的にとらえるようにする。増・減とい
う名称の由来は、和音のルート（根音）と第 5音の音程がそれぞれ増 5度と減 5度に由来する
ことも説明しておく。実践経験のない学生には 4種類の 3和音の判別は難しいため、特に重要
な長 3和音と短 3和音の判別ができれば良いと考え、学生には 2種類の和音を弾かせたり、聴
き取らせたりして響きの違いを確認させる。
　 3和音に加えて 7の和音も説明しなければならない。 7の和音は 6種類あるが授業では属 7
の和音と、比較の意味で長 7 の和音のみをとりあげる。長 3和音の第 5音に対して第 7音が短
3度あるいは長 3度の関係により属 7の和音か長 7の和音に区別されると説明するほうが、
ルートから短 7度あるいは長 7度上に音を重ねると説明するよりも理解しやすいように思われ
る。
　実際の伴奏でも属 7の和音は使用頻度が高く、小学校の音楽科でも属 7の和音は学習内容に
含まれているため指導者として理解しておかねばならない。もちろん、実際の響きを確認する
ことは忘れてはならないが、長 7と属 7の響きを区別するのは学生にとって難しいのが実際の
ところである。
　この 6種類の和音について説明したのちコードネームに進む。コードネームの基礎となるの
は和音のルート（根音）の英語音名であり、英語音名に単語の省略形や数字を付加することで
響きの違い、つまりは和音の種類を区別するのがコードネームの表記システムである。
　「短」、「増」と「減」を意味するminor, augmented あるいはdiminished（それぞれ、m , aug,　
dimと省略形を用いること、英語音名に付加される数字は和音のルートからの音程を示すこと
を理解しておけば、知らないコードネームでも自分で響きとして再現することができる。
　子どものための曲や小学校音楽科の共通教材などの伴奏で使用されるのはメジャー・コード
（長 3和音）と属 7の和音、マイナー・コード（短 3和音）が圧倒的であるため、この三種類
の和音を確実に区別して使えるように指導しなければならない。個々の学生が実際に弾くこと
により、ハ長調、ヘ長調、ト長調それぞれの三種類のコードについて、手の動きと響きを確認
した後、コードの連結つまりハーモニー理論に進む。
 3 ．ハーモニー理論（コードの連結について）―ディグリーネームとコードの転回形―
　コードの連結にはパターンがあり、子どもの歌や小学唱歌の伴奏に使われるコードは主要 3
和音（音階の主音、下属音、属音をルートとするコード）のみであることが多い。つまり、ディ
グリーネームでⅠ―Ⅴ―Ⅰ（または、Ⅰ―Ⅴ7―Ⅰ）あるいはⅠ―Ⅳ―Ⅴ―Ⅰ（または、Ⅰ―
Ⅳ―Ⅴ7―Ⅰ）と表すことができるコード進行である。
　コード進行のパターンを憶えやすくするためには、ディグリーネームの原理を理解しておく
と便利なのだが、ディグリーネームそのものを理解するのが難しいと感じる学生も多い。
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　しかし、ディグリーネームについては小学校音楽科でも扱われる内容なので、ハ長調、ヘ長
調、ト長調およびニ長調（幼児向けの歌は幼児の声域の関係でニ長調が多い）の主要 3和音と
属 7の和音については各和音のコードネームを確認するとともに、ディグリーネームで表せば
すべてⅠ、Ⅳ、ⅤおよびⅤ7と表記できることを説明する。
　また、最もスタンダードなコード進行Ⅰ→Ⅳ→Ⅴ（V7）→Ⅰを弾く場合、鍵盤楽器では、Ⅳ、
Ⅴのコードは転回形を用いる方が弾きやすいため、コードの転回形について教える必要がある。
　例えば、Ⅳのコードは第２転回形、ⅤないしⅤ7のコードは第 1転回形を用いるのが専らで
ある。コードの転回形についても口頭の説明だけでは難しいので、実際に弾くことにより、転
回形を使えば手を跳躍させることなく和音が弾けることを確認するが、ピアノを弾くことに不
慣れであれば、Ⅰ―Ⅳ―Ⅴ―Ⅰのパターンでさえ慣れるのに時間がかかる場合がある。
　次いで、伴奏形についての説明も加える。例えば、C（ドミソ）のコードをどのように弾き
方を変えることができるか、拍子、曲想によってどのような音型が使われているか、実際に例
を弾いて提示する。
　一連のプロセスが終了した後、スリーコードのみで伴奏が可能な曲を選び、メロディーとコー
ドネームが記入された楽譜にコードネームを見ながら、左手のパート（低音部譜表）に音符を
記入する作業にはいる 3 ）。このようにして、伴奏付きの楽譜が完成したのち、可能であれば弾
き歌いで発表することを課題として実技試験を行う。
　楽譜作成の段階で問題となるのは、楽譜が正しく書けない学生が多いことである。楽譜の規
則がどのようなものか、音部記号や拍子記号の意味、音符や休符の種類は理解できているはず
だか、実際に自分が楽譜を作成するとなると、メロディーパートや伴奏パートの音価が間違っ
ていたり、高音部譜表と低音部譜表の音符の位置が不揃いであったり、拍子記号や調子記号さ
え書き込まれていないこともある。楽譜を読めるものの楽譜を書くという作業がいかに難しい
かが一目瞭然であるが、楽譜作成のプロセスを経験することで、読譜する際の意識も変わるの
ではないだろうか。
　自ら楽譜を作成するという経験を経て、ハーモニー理論の第一段階について理論と実践の両
面から理解させることを狙いとしているが、検討すべき課題も多々あるのが実情である。その
なかでも重要と思われる課題は以下の通りである。
　第一に、上述したように伴奏パートを弾くにはコードの転回形を使いこなせたほうが良いの
だが、鍵盤楽器の経験が少ないほど転回形の原理を理解することと同時に、弾くことも難しく
慣れるための時間が必要であると思われる。
　第二に、Ⅰ―Ⅳ―Ⅴ（あるいはV7）―Ⅰのコードパターンの練習が、限られた時間のなか
ではハ長調のみで終わらざるを得ない。しかし、子どもの歌の調性を考慮するなら、へ長調、
ト長調、二長調でも弾けるように指導したいものである。
　第三に、短調のスリーコードまで扱うのも時間的に難しい。また、Ⅰ―Ⅳ―Ⅴ（あるいは
V7）－Ⅰのパターンだけでなく、ポップスに多くみられる循環コード（Ⅰ―Ⅵ―Ⅱ―Ⅴ（あ
るいはV7）－Ⅰまで扱えれば伴奏できる曲のレパートリーが格段に広がるはずである。
　付言すれば、Ⅰ―Ⅳ―Ⅴ（V7）－Ⅰのコード進行パターンだけでも、何とか弾きこなせる
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ようになるのが精一杯という学生が40数名中半数近くいるため、即戦力となる演奏実践能力を
高めるのは容易ではない。このような課題を少しでも解決するために、キーボード・ハーモニー
の授業を開講するに至ったが、授業内容について述べる前に、教育・保育現場で必須の演奏実
践能力である伴奏力について言及しておきたい。
Ⅱ　よい伴奏とは？―子どもの音楽表現力を豊かにするために―
　上述したように、「音楽理論」では、各自の演奏技術のレベルにあわせた伴奏をつけて曲を
弾く段階に到達したことになるが、ここで、保育・教育現場における「伴奏」の多様性につい
て触れておきたい。
　教育・保育現場での音楽表現活動は歌唱や合奏を含む楽器演奏における伴奏の他に、歩く・
走る・スキップなどの身体活動やリトミック教育などでみられる音楽に合わせて即興的に動く
創作活動のための音楽を弾くこともまた広義の伴奏を言えよう。このように多岐にわたる子ど
もの表現活動を支えるのが指導者の演奏能力であり、指導者自身の音楽性や表現力もまた問わ
れることになる。
　例えば、伴奏者に委任された実際の仕事は、「主奏の音楽を理解し、主奏の自由な表現を授
けること」であるが、その精神は、「主奏との連帯責任のもとに、協同の芸術を創造すること
にある。」また、「主奏の長所を一層輝かしく発揚させるばかりでなく、不幸にして短所があっ
たならば、機に応じて補修を加え、全体として立派な姿に整えてやることができなければ、優
れた伴奏とは言えないわけである。良い主奏と良い伴奏の結合からは、驚く程優れた音楽がう
まれるものである。（中略）良い伴奏には主奏と同等か、それ以上の広い教養と深い音楽的感
性を必要とすると思われてくるのである。」（川上1957：11）という歌唱の伴奏者の役割につい
ての言及は、そのまま保育・教育現場の指導者にも当てはまると言える。専門家同士の演奏と
は協同作業であるが、子どもの音楽性を高め豊かな感性を育むためには、伴奏者が主導的立場
に立たねばならないという点で、その役割は一層重要であると言えよう。曲の拍子感、メロ
ディー、リズムを正確に奏することで歌唱の手助けをするだけでなく、歌唱などの曲想表現を
支え、子どもの音楽性を引き出すことが伴奏の最も重要な役割である。
　では、伴奏者として子どもの表現力を高めるために留意すべきことは何か。これを考える時、
川上による「伴奏者の資格」に関する言及が参考になる。つまり、すぐれた伴奏者が持つべき
知識や技術は次のようなものである（川上1957：13~14）。
①　一般的な教養として、音楽理論、音楽史などの概要についての理解と鑑賞、演奏、創
作などの音楽経験を持つこと。
②　人間生活における言語の位置を考えれば、歌唱は我々の生活にとって非常に重要な芸
術であるという認識を持つこと。
③　フレージングの重要性。フレージングは歌唱の息使いや歌詞の区切りあるいは語句の
取り扱いなどから主として影響されたものであろう。伴奏者は、歌詞からうまれたカン
タービレやフレーズの問題を考え、これを伴奏法の表現技巧に加えなければならないこ
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と。
　　「歌唱のための伴奏と歌唱とは、フレージングを仲介として絶対に緊密であらねばな
らない。従って、フレージングを考えない伴奏は、全く価値がないと言っても言い過ぎ
ではないだろう。」
④　歌唱の伴奏者は、自分で歌えればそれに越したことはないが、少なくとも、発声、発
音などの基礎的技能に関する知識を持つこと。中でも呼吸法は、伴奏パートのフレーズ
やアクセントに直接関係があるので、十二分に理解しなければならない。
　川上の言及は歌唱の伴奏者の資格として書かれているが、音楽経験の必要性やフレージング
やカンタービレが伴奏の重要な表現技巧であるという指摘、また呼吸法の重要性などは歌唱の
みならずすべての音楽演奏に求められる知識や技能である。
　教育・保育現場の指導者も同様である。教材となる曲について、曲の様式や形式を理解した
うえで曲想表現を考えるとともに、拍子、音色（コードの響きも含む）、テンポ、アーティキュ
レーション、フレージングなどを考慮しつつ弾き方を工夫しなければならない。音楽的表現が
工夫できるようになれば、歌唱や器楽の伴奏だけでなく、創作活動やリトミックでも有効な演
奏（伴奏）が可能になる。
　例えば、風や雨など自然現象をとり入れたサウンドスケープ的視点からの音楽表現、「歩く・
走る・跳ぶ」といった動き、拍子や曲想が変化する音楽にあわせた即興的身体表現など子ども
の表現活動は実に多様であり、多様な経験を積めば積むほど子どもの表現力や感性もより豊か
になるであろう。そのためにも、指導者はどのような表現活動にも対応できうる幅広いレパー
トリーを持つべきであるが、レパートリーの開拓が時間的に無理な場合は、各自の力量にあっ
た弾き方でひとつの曲について多様な表現法を工夫すれば良いのではないか。
　同じ曲でも伴奏形を変えることで曲想に変化をつける、あるいは、移調奏により音色の変化
をつけることができれば多様な表現活動にも十分活用できるであろう。つまり、多様な表現に
対応できる応用力をつけるためにも、ハーモニー理論と実践を同時に習得可能なキーボード・
ハーモニーが有効であると考える。
　「鍵盤和声」とも訳されるキーボード・ハーモニーは、「視覚的―楽譜や鍵盤を見ることによっ
て―、聴覚的―鍵盤楽器から奏された音による―、触覚的―鍵盤楽器を奏することによって―
音楽を経験することができる。また、思考と行動を同時に処理することが要求される。基礎的
音楽能力の獲得・鍵盤楽器への導入や奏法の獲得において、こうした全身的な学習は、最も望
ましい姿として考えらえる」（五味・神原1992：155）とあるように、音楽経験が浅い学生には
効率的な指導法であると思われる。
　次章では、夏学期におこなったキーボード・ハーモニーの授業内容について述べることとす
る。
Ⅲ　キーボード・ハーモニーの授業について―その有効性と今後の課題―
　「音楽理論」を含め音楽関連科目では、鍵盤楽器（主にピアノ）実技や弾き歌いの試験を課
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している。試験ごとに、学生に各自の演奏についてのリフレクションシートを書かせているが、
その記述を見ると、ミスタッチをしないで弾くことを意識しすぎている嫌いがあり、音色や曲
想の表現など音楽的な視点からの記述は少数である。弾き歌いに関しては、特にその傾向が顕
著で、声とピアノ伴奏のバランスや曲想にあったピアノの弾き方（音色）、歌唱などに対する
意識はまだ育っておらず、子どもに歌わせる場合、子どもの歌唱に合わせる、あるいは、子ど
もの表現を引き出す伴奏ができるようになるまでにはまだ学ぶべきことが多い。そのため、 1
～ 2年次開講の音楽関連科目の授業を通して到達できていないことや保育・教育現場でより
有効な技術の習得を目標として、伴奏法を含む鍵盤楽器演奏技術のスキルアップを図るために
キーボード・ハーモニーの導入を試みた。ただ、今年度初めての開講科目でもあり、キーボー
ド・ハーモニーの具体的な内容について不案内な学生が多く受講生は 3名にとどまったのは残
念なことであった。 3名のうち 2名はバイエル終了からブルグミュラー程度、 1名はモーツァ
ルト、ハイドンのソナタ程度の演奏レベルである。実施した授業内容は以下の通りである。
①　カデンツ奏になれる（譜例 2）。
　多くの子どもの歌や小学校音楽科の共通教材は全曲、ハ長調、ヘ長調、ト長調、二長調で作
曲されている 4 ）。また、伴奏はⅠ―Ⅳ―Ⅴ（またはⅤ7）―Ⅰのコード進行であることが多い。
そこで、ハ長調、ヘ長調、ト長調、二長調でⅠ―Ⅳ―Ⅴ（またはV7）－Ⅰのカデンツ奏の練
習から始め、前半の授業では毎回、調の順序を適宜入れ替えながら四つの調のカデンツを弾か
せるようにしたが、バイエル終了程度では、Ⅳ―Ⅴへ移行する際の運指に慣れるまでに時間を
要する。むしろ、Ⅳ―Ⅴ7に移行する方が、 2の指（人差し指）の移動がないため弾きやすい
と思われる。
　左手の練習に加えて、各調のⅠ度、Ⅳ度、Ⅴ度のコードついてはそのコードネームを確認す
るとともに、伴奏がこのカデンツ奏と同じコード進行の曲を選択し、メロディーパートにコー
ドネームが付された楽譜にコードネームに従って伴奏パートに音符を書き入れ、それを実際に
弾く練習もおこなった。最初は、 1小節にひとつのコード（多くて二つまで）で可とし、授業
内で仕上がるレベルの曲を課題とした（譜例 3）。
②移調奏の練習
　四つの調によるカデンツ奏に慣れた時点で移調奏の練習を始めた。左手の伴奏パートについ
ては、調の順序を変えておこなうカデンツ奏の練習は移調奏の練習を兼ねていることになるた
め、既習曲のメロディーパートの移調楽譜を作成するとともにコードネームを記入し、コード
伴奏をつけて弾く練習をおこなった。慣れるまでは楽譜に頼りがちだが、慣れてくると全員が
簡単な曲なら楽譜なしでも弾けるようになった。これは、左手だけでなく右手もスタートする
音が異なるだけで、ほとんど同じ指使いで弾くことができフレージングもわかっているので、
それほど難しさを感じることなく弾けるのではないだろうか。授業での実習のように、同じ曲
でいくつかの調に移調したメロディーにコードネームを記入した楽譜を作成しておけば、現場
に出た時に歌唱指導以外でも役立つのではないかと思われる。
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　また、移調奏の練習と並行して、Ⅰ、Ⅳ、Ⅴ（Ⅴ7）の和音について、大まかな連結規則に
ついても説明し、メロディーの動きから付すべきコードを考える練習も行った。実際にメロ
ディーを弾きながらの作業のため、鍵盤楽器演奏技術のレベルに関係なくメロディーに相応し
いコードを見つけるのはさほど難しいことではなく、「聴覚的と同時に触覚的に音楽を経験す
ることができる」というキーボード・ハーモニーの利点を確認できる作業であった言える。
③伴奏のアレンジ法
　授業の後半（ 8回目以降）では、曲想表現や子どもの身体活動表現にも役立つように伴奏の
アレンジに取組んだ。コードの構成音を同時に弾くコード奏ができれば伴奏は弾けるが、曲に
よっては 3和音をそのまま弾くだけの伴奏では曲想表現が不十分に終わってしまう場合もあ
る。より音楽的な演奏をめざすためにも、多くの伴奏形を知っておくことは必須であろう。
　最初に、コードから派生した伴奏形を数種類か紹介した後、 2拍子、 3拍子、 4拍子につい
て、伴奏形を 2，3種類作ってみた。その後、それまではコード奏で弾いてきた既習曲から数
曲選び、曲にふさわしい伴奏形で弾くことで曲の印象がどのように変化するか確認させた。ま
た、分散和音など伴奏形が工夫された楽譜や単音のみの伴奏による楽譜を見て、使われている
コードを読み取る練習も同時に行った。これは、現場に出た時に、難しい伴奏パートを自分で
弾きやすくアレンジするために役立つ知識となるからである。
　さらに、様々な伴奏形がどのような身体表現活動に利用できるかについて実際に弾きくらべ
て考えるように指導した。伴奏形のパターンもできるだけ多く使いこなせれば、曲想表現だけ
でなく身体表現活動も多様に展開させることができるであろうし、子どもの表現力を豊かにす
る一助になるはずである。
　この段階で、コードの読み取り練習の際にマイナ ・ーコード（長調であればⅡ度とⅥ度のコー
ド）とこれらのコード含む循環コード（例えば、Ⅰ―Ⅵ―Ⅱ―Ⅴ（Ⅴ7）など）について簡単
に説明したところ、最初の頃に比べてコードに対する抵抗感は少なくなっているように思われ
た。
④身体表現活動のための伴奏形のアレンジと応用法
　伴奏形のアレンジ実習をふまえて、既習曲に様々な伴奏形をつけて身体表現活動を試みた。
「歩く・走る・跳ぶ」あるいはスキップやギャロップならどのような伴奏形がふさわしいか、
また、どのような弾き方（スタッカートやレガート）が良いか、適切なテンポなどについて、
実際に弾きわけながら確認し、次いで、同じ曲を利用してテンポ、拍子、伴奏形、音色　強弱
　音高に変化をつけて、例えば、「クマ」や「リス」など動物の動きを即興的に表現する練習
も加えた。
⑤メロディーと伴奏をアレンジし変奏曲を作る
　これまでの課題の総まとめとして、同じ曲をテンポ、拍子、伴奏形、音色、アーティキュレー
ションを変えることで変奏曲を作ることを試みた。ひとつの曲を何通りにもアレンジする経験
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は、ストーリーを考えれば音楽による物語の創作にも応用できるため、ストーリーも創作でき
れば良かったのだが時間的制約もあり、原曲とは拍子の異なる変奏曲を 1曲作り演奏するとこ
ろまでで15回の授業を終了した。
　キーボード・ハーモニーの授業の結果と今後の課題については以下のようにまとめることが
できよう。
①授業では、最も典型的で汎用性の高いコードパターン（カデンツ）を重点的に指導した
が、バイエル終了程度でも「コードネームを見ながら伴奏（つまりコード）を弾くのは
難しい」という先入観はある程度解消されたと思われる。従って、コードパターンをい
くつか弾きこなせれば、同一の伴奏パターンによる曲を仕上げる練習時間の短縮は可能
であろう。同時に、四つの調でひとつのコードパターンを反復練習することは移調奏に
慣れる一歩になったことも収穫であった。些細ではあるがこれらの結果は、実際に鍵盤
に触れることにより、「視覚的、聴覚的かつ触覚的に音楽を経験することができる」つ
まり、頭で理解すると同時に指の動きを感覚的に把握できるというキーボード・ハーモ
ニーの有効性を裏付けるものであろう。
②コードネームとディグリーネームを対応させることで、コードネームを見ながら曲を弾
くことへの抵抗感が少なくなったように思われる。また、新しいコードでも正確に響き
をとらえることができるようになった。
③コードをもとに伴奏形を自ら考えることで、曲想表現にとって伴奏が重要な役割をはた
していること、ひいては、伴奏とメロディーのバランスや音色にも傾聴する必要性への
気づきが生まれた。つまり、音楽的表現を考える機会を提供することができたのではな
いだろうか。
④一方で、鍵盤楽器演奏技術が十分でないと、コード奏に慣れたもののリズムの複雑な曲
の場合はリズムを正確にとるのに時間がかかりメロディーを弾きこなすのに苦労するこ
とがある。
　　また、せっかく伴奏形を工夫しても強弱や速度変化の幅が狭いため曲想表現において
十分な効果が得られないこともある。つまり、メロディーも早く正確に弾くための初見
演奏の練習や拍子感やリズム感を養うための基礎的訓練を意識的にとりいれると同時
に、演奏技術の向上も図る必要があると思われた。
むすび
　教育・保育現場で即戦力となるのは鍵盤楽器演奏力のなかでも伴奏力が最も重要であると考
えて、その力をつける有効的方法としてキーボード・ハーモニーを導入した授業について検証
した。
　コードパターンへの順応性を高めることと伴奏形のアレンジ法を重点的に指導したが、それ
らについてはある程度の成果が見られたと同時に、伴奏形のアレンジを通して、曲想の表現や
音楽的表現を考えるという意識が芽生えたことも評価すべきであろう。
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　しかし、大学入学時までに音楽実践経験が少ない学生の場合は、基礎的な楽典的知識や読譜
力を習得するのに時間を必要とするため、どの次期に、どのような方法でキーボード・ハーモ
ニーをとりいれることが効率的かつ有効な音楽実技指導に繋がるのかは、もう少し実践例を増
やしながら、引き続き検証していかねばならないと考えている。
――――――――――――――――――
（注）
 1 ）石田陽子・中村佳世子・木谷哲子「初心者のための歌唱指導法およびピアノ実技指導法に関する考察
―実技指導におけるボディ・マッピングの重要性を考える―」『四天王寺大学紀要　第61号』 2016 年 3
月　pp.67̶94。
　　　ちなみに、「音楽」でのピアノ実技試験の課題曲は小学校音楽科の共通教材である「ふるさと」（高
野辰之　作詞：岡野貞一　作曲）と指定している。楽譜については、全くの初心者から演奏経験をあ
る学生まで対応すべくレベルの異なる 4種類の伴奏譜を用意し、各自の演奏能力にあった楽譜を選択
できるようにしている。初心者用のレベル 1，2の伴奏譜は筆者自身が作成したものであり、経験者
用のレベル 3，4の伴奏譜は『小学校音楽科教育法』（音楽教育研究会編）に掲載されているものを使
用している。
 2 ）『小学校学習指導要領解説　音楽編』（文部科学省）　平成21年
 3 ）ピアノ実技の経験が、本学での「音楽」の時間のみという学生もいるため、例えば、「きらきら星」
や「手をたたきましょう」などメロディーのリズムが単純な曲を選択するようにしている。実技経験
者には簡単すぎるので、伴奏形の工夫をするよう指示している。
 4 ）「教員養成機関におけるキーボード・ハーモニーについての研究（その 1）」によれば、幼児教育用の
楽譜集に出てくる調は、ヘ長調、ハ長調が半数以上を占め、ついでニ長調が約15％を占めている。ト
長調はかなり少なく10％以下である。
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－　 －300
石　田　陽　子
（譜例 1 ）「ふるさと」の実技試験用の楽譜（1）（伴奏部分は筆者自身のアレンジによる）
　「ふるさと」の実技試験用楽譜（2）（伴奏部分は筆者自身のアレンジによる）
－　 －301
ピアノ実技指導でのキーボード・ハーモニー導入の試み
（譜例 2 ）カデンツ奏の楽譜
　（楽譜は筆者自身の作成による）
－　 －302
石　田　陽　子
（譜例 3 ）ハ長調の曲のコード伴奏作成譜
　この譜例は『はじめてのソルフェージュ　キーボード・ハーモニー』掲載の楽譜に基づき筆者が大譜表
に作成した
C
C
C
C
G
G
－　 －303
ピアノ実技指導でのキーボード・ハーモニー導入の試み
　（この譜例は『はじめてのソルフェージュ　キーボード・ハーモニー』掲載の楽譜に基づき筆者が大譜
表に作成した）
（譜例 4 ）ヘ長調のコード伴奏作成譜〈（　）のなかのコードを見てト長調に移調する〉
（G） （G）（D）
（D）
（D） （D）
（G）
（G）
（G）
（G）（C）
－　 －304
石　田　陽　子
（譜例 5 ）ニ長調のコード伴奏作成譜（慣れた時点で、ハ長調、ヘ長調に移調する。）
　（大譜表の作成は筆者自身による．旋律は『子どものうた　200』（チャイルド社）掲載のものを使用した。）
